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集落営農育成支援ソフトの開発 ―農業集落診断システムー
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1.はじめに
米政策改革や'o7年度からの新たな経営安定対策の導

入をうけて,全国の水田地帯では,集落営農組織の育成

が強力に進められている。地域の合意形成のもとで設立

される集落営農では,施策や制度の理解と自身の集落の

現状・動向をふまえて,組織の形態・活動方針を検討し

なければならない。

当農試では,30年代後半から,o年代始めに,コ ンピ
ューターによる農業診断システムを実用化し,経営相談,

地域農業振興計画,各種研修会で活用している。

本システムは,これを土台に,集落の現状と動向を理

解して頂くねらいで,「農業集落の診断」,「農業集落の

動向予測J,「農業集落マップの作成Jを ,簡易に実施で

きるように,フ リーソフトの Arc Exp10re(ESRI,

vcrl l)と エクセルで作成した。

2.「農業集落の診断」

農業集落診断は,2tXlll年 センサスデータを利用し,

県内農業集落 2,720か ら4戸以下と点在集落を除いた

2,624集落について,レーダーチャートで診断する。
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供する。

診断により,担い手に当たる大規模農家の割合,各作

目の導入状況,機械化,区画整理の状況が分かるので ,

農業集落の特徴,問題点を読み取ることができる。

農業振興度合いを示す農業度は,各指標の数値を分散

1,平均 0に標準化し,積算した後,さ らに標準化した

ものである。従って,数値が大きいほど農業が振興的で,

0が平均的な集落ということである。

本システムは,エクセルのマクロによっており,「 D
ATA」 ,「集落選択」,「診断結果Jの 3つのワークシー

トで構成している。「DATA」 シートに,県内全集落
の各指標値,農業度の数値を格納している。
「集落選択」シートでは,県内市町村のコードが示さ

れ,対象市町村のコードを入力し,「市町村選択Jをク

リックすると,対象市町村内の旧市町村名とコード No

が表示される。次に旧市町村コードを入力し,「旧市町

村選択Jをクリックすると,旧町村内の農業集落名とコ

ードNoが表示される。ここで集落コードを入力し,「集

落選択―診断」をクリックすることで,「診断結果Jシ
ー トに結果を表示する。なお,こ こでの市町村は,Ю6

年 3月 時点であり,新規に合併した市町村に対応してい

る。

3「農業集落の動向予測」
本診断ソフトは,農業集落診断と同様のワークシート

の構成で,農業集落の選択,診断は同じ手順で進める。

本診断は,21XXl年 センサスの農業集落カードのデー

タを利用しているが,データ量が多いので,各市町村毎

に分割してデータラァィルを作成している。そのため,

診断の始めに,各市町村のデータフアイルを,診断ファ

イルの「DATA」 シートにコピーする必要がある。
ここでの診断では,「農家数」,担い手候補と思われる
「中核的農家などJや ,「就業人口」,「経営耕地」,「農

業機械台数」を'80年～ 2000年の推移から,回帰分析に

より,Ъ 年,■0年を予測し,図で表示する。

なお,就業人口と 65歳以上の高齢就業人口予測など

では,回帰の予測値が後者が前者より大きくなる場合が

ある。こうした数値に対しては,後者の数値が,前者を

超えないように設定している。

診断結果は,集落の農家数や農家人口,農業就業人口,

高齢化の進行具合,委託や,借地の動向が把握できるの

=戸
平均彙●作衝口積

彙樹凛凛率

oha以上の■ま率

6百万以上厳売晨睾率

蒙薔農蒙事 225日 以上晨従農ま睾

中崚凛菫率

図 1 農業集落診断

診断は,「農家数J,「生産年齢人口割合」,「平均耕地

面積」など 18指標を県平均値と比較して,表示する。

加えて,各農業集落の農業振興度合いを,同じ指標で計

算した「農業度」の数値と,市町村内・県全体の順位を

表示する。結果は, 1集落の診断をA4版で印刷して提
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図2 農業集落の動向予測

で,今後の集落営農の形態や活動計画を作成する際の参
考資料となる (図 2)。

4.「農業集落マップの作成」

農業集落マップは,農林統計協会発行の「農業集落地
図データ」を不可用し,「ArcView(ESRI,vcr3 2)」
で作成したシェープファイルである。ここで作成したフ

ァイルは,同社のフリーソフト「AFC Explorer」 で,活
用できる。マップ作成は,全県,市町村,県北・中央・

県南など地域単位に,農業集落,旧市町村,市 NI村の表
示ができる。なお,タイリングデータを書き込むのは,
硼鷹駆 Ⅳフォーマットファイルであるが,保存時に工

中核的農家等の推移(戸 )

戸米JII村   相川

夫することで,エクセルでの書き込みができる (図 3)。

5.ま とめ

集落営農育成に向けた話し合いに不可欠な集落の農業

構造の現状と動向予測の資料を提供する支援ソフトを作

成した。このソフトは,開発時に有料のデータ,ソ フト
を利用するが,できたのを活用する際には,エクセルが
組み込まれているパソコンであれば,経費を必要としな
い。また,利用は極めて簡易であり,表現もビジュアル
になされるので,分かりやすいのが特徴である。

担い手確保状況
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図3 農業集落地図の作成 :秋田市の農業集落における地域類型別担い手確保状況
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